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1 ．は じめ に

　学習指導要領の 最低基準 として の 性格が再確

認 された こ とを受けて 、発展的な学習に対する研

究者 ・教師の 関心 が高ま り、多 くの特色ある実践

が進 め られ て い る、また発展的学習に加えて補充

的学習も導入 され、両者は 括 して 個に応 じた指

導 と呼ばれ て い る。 学習指導要領 に お ける内容 と
の 対応関係 の 確認や評価規準に もとつ く評価を
へ て、進んだ学習が 可能 と判 断 され る子 ども に対
して は発展的な内容を提供 され る

一方、基礎的 ・

基本的な内容を確実に定着する ことを必要 と判

断 される 了・どもに対 して は、補充的な学習を行 う

とされて い る。し か し、 「発展的 ・補充的学習を

ど う位置づ けて い けばよい か 」 とい う課題に対応

すべ き研究手法や研究事例は豊富で はない 。こ れ

らの 学習の 充実を図 る た め の 方策や学習内容を、
改め て 間 う必要性 が生 じて い る。本研究は 、ア メ

リカ の評価研 究プ ロ ジ ェ ク トASK （ア ス ク）に

注 目し、成果 として産出 され る評価項 目な どが、
わが国の個に応 じた指導に役 立つ 可能性が ある

か どうか に つ い て検討 し よ うとする も の であ る 。

2 ．ASK プロ ジ ェ ク ト

　ASK （ア ス ク） とは 　Assessing　Science
I（nowledge の 略で 、ア メ リカ ・カ リフ ォ ル ニ ア 湾

周辺地域を拠 点と して進 め られ て い る評価研究
プ ロ ジ ェ ク トで あるc こ の プ ロ ジ ェ ク トに参加 す

る研究者の 所属 は、カ リフ ォ ル ニ ア大学教育学部、
同大学 ロ ー

レ ン ス ホ
ー

ル オブサイ エ ン ス
、 SR1

イ ン ターナ シ ョ ナ ル などで 、 そ の 専門はカ リキ ュ

ラ ム 開発 、教育評価、教 育統計等で ある 。 主眼が 、

小学校 3〜6 学年 の 理科に関する評価研究で ある

こ とか ら、小学校教師との 共 同的研究 とな り、そ
の 遂行 にお い て は、カ リフ ォ ル ニ ア 州を含む 8つ

の 州に研 究拠点がおかれ て い る 。 2003年 6 月よ り

全米科学財団 の 資金援助を受け 、 2007年 5 月まで

の 4年間 の 研 究プ ロ ジ ェ ク トと して研究が進 め ら

れ て い る。

3 、ASK のね らい

　プ ロ ジ ェ ク トの 目的は、大きく次の 3 つ に ま と

め られて い る （ASK， 2004）。

（1＞小学校理科にお ける学習内容と評価 に資す

　る 。

  児童 の 理科 に関す る プ ロ グ レ ス ・マ ソ プ

　　（Progress　Map ；発展地図）を開発す る 。

  全 米 科 学 教 育 基 準 （National　 Science

　 Education　Standards）や ベ ン チマ
ー

クに基

　　づ き 、評価 の た め の ア イ テ ム ・バ ン ク

　　（Assessment　Item　Bank ；言平価項 目）を集積

　 する 。

（2）開発 した評価 ツー
ル （上記（1）  ，  ）を、小学

校理科に お い て 活用 し
、 有効性 を検証する。

  プ ロ グラ ム の 事例 と し て FOSS （Fun　Option
　 Science　System ；フ ォ ス ）の モ ジ ュ

ー
ル を活

　 用 して 、再概念化を図る。

  形 成的評価お よび総括的評価 の た め の 評価

　 項 目を作成 し、 児童 の学習過程を根拠をもっ

　　て評価す る 。

（3）教師教育にお ける活用方法を検討する。

4 ．おわ りに

　現在 （2005年）、全米各州 にお い て 、国語 （英語）
と数学の試験が実施 され、統

一
的に評価 され て い

る。 2007年か らは科学 も評価の対象となる見込み

で ある 。 こ れ らは、No 　Child　Left　Behind （落ち

こ ぼれ の 子 どもを
一

人 も出さない 法律）の
一

環で

ある 。 本稿で 取 り上 げた ASK プ ロ ジ ェ ク トは、
こ の よ うな動向を見越 して 、教室 内 で の 通常の授

業に お い て、児童の 理解の 実態を根拠 を もっ て測

定 し よ うとするために始め られ た もの で ある。

　翻 っ て 、わが国にお い て、発展 的 ・補充的学習
を展開する上 で大きな鍵になる の が、 「評価規

準」 で ある。学習内容に対 して どの よ うな評価規

準を設定する か とい う作業は、子 どもの 評価 を適

切に行 うた め に必要なばか りで な く、そ の後 の 発

展的 ・補充的な学習にお い て 、学習内容 と し て何

を盛 り込む か を決める上 で も、重要な役割を果た

す。言い 換えれ ば、評価規準 が適切な内容を含み、
それが明確 な表現 となっ て い るかが重要 とな る。
これ らの課題に対 し、ASK プ ロ ジ ェ ク トの 評価

項 目や方法論か ら答えを見 い 出 して い きた い
。

【参考文献】
Assessing　Science　Knowledge （2004）： Project
　 OverView　for　ASK 　Panel，
人見久城 （2005）：ア メ リカ の 科学教育における探
　究活動 の 強調

一
初等科学教育プ ロ グ ラム FOSS

　を事例に
一

，化学と教育，53（10），536−539．

一 44 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


